
No.３０８１
檜 原 村 の プ チ 笹 尾 根 歩 き
笹 尾 根 か ら 大 羽 根 山

実施日 ２０２２年１０月８日(土)
天 候 晴れ／曇り
リーダー 渋谷 京子
参加者 渋谷京子、石附智江、徳山敬子、

阿部みゆき 計４名
費 用 JR660円(立川起算)

バス代1,771円 計2,431円
タイム 武蔵五日市駅(ﾊﾞｽ9 :00)笛吹

入口バス停(9:45∼9;55)小棡
峠分岐(10:10)769地点(10:55
∼11:00)丸山(12:00∼12:30)笛
吹峠(12:50)大羽根山分岐(13
:15∼13:20)大羽根山(14:00∼1
4:10)浅間尾根登山口(15:00)
武蔵五日市駅(15:44∼16:40)

笛吹バス停から車道を少し行くと左
に笛吹の集落が見えてくる。車道は高
度を上げ燦々と降り注ぐ太陽を浴びな
がら進む。空を仰ぐと水色と鱗雲のグ

ラデー ションが広がっ
ていた。
良い香りが鼻をくすぐ
る。見上げると里山に金
木犀！
小棡峠分岐を過ぎ道標に
従い集落に分け入って行
くが草に覆われとても登

山道とは思えない。更に登って行くと
笛吹峠の道標が見えてきた。
汗を拭い針葉樹の
森を抜けると広葉樹
の緑が広がり目が覚
めるようだ。笛吹峠
への分岐を分け丸山
を目指す。標高は10
00㍍近く、吐く息がうっすら白い。登
山日の前日とその前の日は12月初旬の
気候で気温もだいぶ低く雨が降り続い
た。名残だろうか早朝はかなり冷え込
んだが時間と共に登山日和になって安
心した。
山頂直下の急坂は厳しさを増し、笛吹
峠への道を分け漸く丸山に到着した。
山頂はこぶし会の独り占め！そう云
えば他の登山者と会っていない。

木々に囲まれ眺望はなし！お待ちか
ねの昼食タイムを味わった。フルーツ、
お菓子の差し入れを有りがたく頂き大
羽根山を目指し出発した。

分岐まで戻り左へ
笛吹峠を目指し丈
の短い笹道は歩き
易く快適そのもの
であった。
峠を越え分岐から
10分、大羽根山へ

の分岐に差し掛かる。エネルギー補充
して下って行く。
緩やかで周りの景色に目をやりなが
ら進むと左手に「シャッターポイント」
の看板！月夜見、小河内峠、見晴台旅
の想い出に・・と、あった。
残念ながら、もやで霞んでいて何も
見えなかった。更に行くと正面に大羽
根山！ こちらも同じく眺望は望めな
かった。休憩後浅間尾根下山口を目指
し出発した。
かなりの急斜面でそ
うそうスピードは上げ
られないし、地面を見
るとドングリの実、山
栗のいがと小さな栗が
行く先々に転がってい
る。雨の影響か所々滑
り易くなっていてかな
り時間が掛かってしまった。2時55分
のバスに乗る予定だったが6∼7分間に
合わず、上から樹林帯越しにバスを見
送る事となった。
もしかしたら臨時便が来るのでは？
首を長くして待ったが・・そんなに甘
くない？ でも、着替え、トイレ、お
菓子タイムにお喋りしてたらあっとい
う間にバスが！
3時44分のバスに揺られ睡魔に見舞わ
れ、武蔵五日市駅に到着した。
本日は9日の予定が雨予報の為8日に
変更したにも関わらずご参加頂いたメ
ンバーの方々、小人数でしたがハード
めの山歩きを楽しめました！
大変お疲れ様でした。有り難うござ
いました。
又ご一緒しましょう！！

（記＆写真・渋谷 京子）


